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龍谷大学社会科学研究所共同研究会                 2003/10/04 岩田拓夫 
 

「アフリカの国家と下からの政治（“le”politique par le bas）再考」 

 
  
１．本研究の目的 
①20年前の議論を現在の文脈で問い直す意味があるのか？     

1）アフリカの国家が問い直される現在 

2）20年間のアフリカの国家の軌跡をひとつの概念軸から考える 

②「下からの政治」とは？（“le”politique par le basの意味）    

１）単なる「下から上へ」、「下vs上」ではない、「政治的なもの
．．

」を重視（政治行動に至る背景を考える） 

   上からの政治との連続性と闘争（逃走）、政治ベクトルの多様性を重視（支配-従属の二項対立的関係からの脱却） 

   ２）Le politique par le basとdes modes d’action politique 

「政治行動の大衆様式」研究グループの開始：バヤール、トゥラボ、（ンベンベ？）らと共に 

    大衆様式は、一元的でも固定的でもない 

    グラムシ、フランス現代思想（フーコー、ドゥルーズ）からの強い影響 

③現在の文脈で「下からの政治」を議論する意味 

  アフリカの国家を考える上で何が見えてくるのか？（国家をめぐる様々なキーワードにおいて） 

：政治参加、権力、民主化（の挫折）、紛争、市民社会、分権化、グローバル化、開発、国家－社会関係、 

国家の相対化、無秩序の道具化、胃袋の政治、地方政治、等。 

 
２．（参考）仏語圏での「アフリカの国家」研究（著書に限定）レビュー 
 ①検索範囲 

 ②Politique Africaine誌バックバンバー 

 
３．「下からの政治」研究（80年代のフランスのアフリカ政治研究）の歩み 
 ① 「下からの政治」研究の起源：  

１）開始の経緯：近代化論、システム論、構造機能主義、従属論から脱却し、アフリカ政治の新しい研究 

アプローチを模索 

２）アフリカ社会：歴史的に形成されてきた社会→非歴史（歴史超越）的研究アプローチを拒否 

３）「下からの政治」「大衆の政治行動」：単なる反権力ではなく、権力に関連する大衆の政治行動を研究 

②研究の展開 

  1）「下からの政治」研究（国際関係研究所（CERI）での共同研究：1980-86年） 

：多様な方法論を尊重し、政治研究に歴史、地理、人類学、言語学、社会学的方法論を取り入れる 

研究対象は従来の国家ではなく、そこからはみ出した社会層の政治的リアクション 

当初、政治行動における大衆様式研究は、政治研究における革命的な試みと評価された 

  2）ポリティック・アフリケーヌ誌を通じた研究の進展と共に、80年代のアフリカ政治研究における大きな流れに 

3）帰結点：バヤールの『アフリカの国家：胃袋の政治』（1989年）を集大成とし、『ブラック・アフリカにおける 

下からの政治』（1992年）で締めくくられた 

③Politique Africaine誌（初期）を通じて：  

  １）「下からの政治」：日々の手管（tactique）（戦略まで行かない）の集積 
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２）大衆の政治行動は、その多くがほのめかしであったり、発話を伴う領域で展開される。 

３）Comi Toulabor：下からの政治の実践を粘り強く研究（小川：1998、岩田：2003を参照） 

④ 「下からの政治」研究に対する批判 

  1）批判点  

ⅰ．バヤールの二項対立的思考とユーロセントリックを拒否する基本姿勢の矛盾 

（上―下、支配者―被支配者との二項対立から脱却できていない） 

ⅱ．ヨーロッパの思想家（フーコー：統治性1、ドゥルーズ：リゾーム国家、グラムシ：ヘゲモニー・ゼラチン

状市民社会・受動的革命など）の概念への過度の依存  

ⅲ．雑多な要素を組み込んでアフリカの国家の複雑性を強調する中で、国家という概念が指す範囲が曖昧に 

ⅳ．用語や言い回しが不必要に難解（énigmatique）で技巧的 

ⅴ．変化の局面（民主化など）に対応できない 

ⅵ．大衆の政治的振る舞いを過大評価（実はとり立てて議論するほどのものではない？） 

ⅶ．下からの政治研究は、上からの政治との緊張関係の下でのみ意味を持つと言いながら、上からの政治の観

点（支配階層に関する考察）が欠如している 

ⅷ．制度に関するケアがない 

ⅸ．地域の多様性に関する考察がない 

2）J-F, Médardとの論争：「下からの政治」vs「新家産主義」国家（上からの政治・クライアンテリズム） 

メダールの新家産主義：近代的制度の家産化・ウェーバーの支配の三類型の混合型、権力の集中 

国家エリートと大衆との断絶を強調（→両者の密接な関係を説明できない） 

⑤「下からの政治」研究が残したもの：政治人類学・国家誌（Stategraphy）研究の活性化（小川：1998） 

 
４．「下からの政治」の民主化・市民社会研究における文脈化 
 ① バヤールの反論 

アフリカの国家を考える上で必要な要素： 

１）Actions politiques des sans importants（重要ではない人物の政治行動） 

２）Ainés—Cadets sociaux（社会における長男と末っ子） 

国家―市民社会関係の議論への継続性：支配側と被支配側はつながっている（線引きは難しい） 

両者をつなぐ要素が「胃袋の政治」（Politique du ventre）→腐敗（Corruption）の一言では片付けられない 

  胃袋の政治は、支配層の独占物ではない（雑多な戦略の状況の下に存在） 

３）アフリカにおける階層は形成中（エリートと大衆との関係は相対的）⇔新家産主義（固定的な上下関係） 

４）下からの政治・大衆的政治行動は、国家や権力と接触する（闘争と逃走）手段 

５）リゾーム国家：アフリカ（に限定されることではない）の国家における統治性と胃袋の政治との関係 

           →「不可視」であることよりも脱中心的なネットワーク構造を重視（大林1996、岩田1999） 

 ②市民社会論における解釈（Bayart,1992 :261） 

１）バヤールの議論に対する解釈（市民社会の国家との対立的関係に還元、民主化との直線的親和性）への不満 

   Politique par le bas は正義と同義ではなく暴力・排除との親和性もある（市民社会との共通性） 

→むしろ、市民社会の性善性や民主化との関連を相対化して考えることが、アフリカ市民社会論の端緒となった

と解釈されている英訳論文「アフリカの市民社会」（“Civil Society in Africa”）の原論文「アフリカ社会の反逆」

（“La revanche des société africaine”）の狙いであった。 

                                                           
1 統治性とは、統治の技術、権力関係、理性や合理性による統治がはらむ問題（柳内：2001） 

 バヤールの統治性理解：行使される支配の技術と個人の技術との接点 
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２）「アフリカ社会の反逆」（アフリカ市民社会論？） 

市民社会とは、国家に関わり、権力の脱全体主義化（国家の相対化）をはかるもので、国家と社会における動態

的で、複雑で、両面的な関係（単に対立的であるばかりではない）に関わっている（⇔国家--市民社会の対立的

関係を強調）。市民社会は不均質・多面的であり、単に被支配層によってのみ構成されるばかりではなく、支配層

や権力とも関わっている。そして、国家と市民社会との関係は、明確なものではなく（グラムシの言葉を借りれ

ば）ゼラチン状である（1983:99-101）。 

 ③民主化研究における議論 
１） 市民社会や「下からの政治」は、自動的に民主化をもたらす訳ではなく、まして常に正義でもない。 

→後の国家の犯罪化の議論と矛盾しない 

２）市民社会が支配の目になることはあり得る（1983:117） 

３）国家―市民社会の二元論的理解に対する繰り返しの反論 

 
５．アフリカにおける国家像、国家-社会関係の問い直しと「下からの政治」の意味の変化 
 ①国家クライアンテリズムの衰退 

  1）開発主体としての国家の相対化が進む：「食べる」ための国家以外のネットワークの重要性の増大 

  2）権力の分散   

3）市民社会の存在の増大と注目 

    4）アイデンティティーの幻想（Illusion identitaire）：中央集権国家は文化的平準化、画一化を生み出さなかった 

                        政治的アイデンティティーの産出主体としての国家の意味の変化 

 ② 国家を中心（頂点）としないネットワークの発展：  

  1）アフリカの国家：外に対する強い意識の下に存在している 

   外向的（Extraversion）戦略と下からの政治：支配者と被支配者との関係は維持されながら、双方において外向

きの戦略がとられている 

  2）外向き戦略と従属性の構成要素：①強制力、②悪知恵、③逃走（≠断絶）、④調停、⑤適応、⑥拒絶 

              →「下からの政治」との共通性 

3）外向き戦略の２つの帰結：①民主化への方向、②軍事的方向  

  4）収奪国家→まやかし国家（Etat-Trickster）へ 

 ③ 紛争の時代：破綻国家・国家の犯罪化との関連 
  1）紛争の経済主体としての側面：若者の雇用、一次産品の流通（流出） 

  2）紛争と外向き戦略：紛争の民営化、グローバル化（犯罪組織で顕著） 
  3）紛争の大衆化と「下からの政治」の暴力化・犯罪化 

 
６．むすびに   
①「下からの政治」研究者との対話を通じて 

 ②今後の研究展望    

：アフリカの国家を理解するためのビジョンを提供するものなのか？ 

   実証研究の中で議論を再構築する 
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